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１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域 

対象鳥獣 

アナグマ、アライグマ、イノシシ、カモシカ、タヌキ、ニホンザル、

ニホンジカ、ノウサギ、ハクビシン、アオサギ、カラス、カワウ、

カワラバト、キジバト、スズメ、ヒヨドリ 

計画期間 平成２９年度 ～ 平成３１年度 

対象地域 新城・北設地域（新城市、設楽町、東栄町、豊根村） 

 

２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針 

（１）対象地域における被害の現状（平成２７年度） 

鳥獣の種類 
品  目 

被害の現状 

備 考 被害面積（ａ） 被害金額（千円） 

イノシシ 
稲、豆類、果樹、飼料作物、

野菜、いも類、工芸作物等 
3,485  9,185  

  

ニホンジカ 
稲、豆類、果樹、飼料作物、

野菜、いも類、工芸作物等 
10,642  16,040  

  

ニホンザル 
稲、豆類、果樹、野菜、いも

類、工芸作物等 
3,964  7,787  

  

カモシカ 野菜等 35  274    

ノウサギ 野菜、いも類 614  94    

タ ヌ キ 果樹、野菜等 133  535    

ハクビシン 
果樹、野菜、いも類、工芸作

物等 
782  2,577 

  

アライグマ 果樹、野菜、いも類等 105  325    

アナグマ   0  0    

ヌートリア   0  0    

その他獣類   103  273  ネズミ、モグラ 

ス ズ メ   67  319    

カラス 果樹、野菜、いも類等  167 538  

ヒヨドリ 稲、果樹、野菜、工芸作物等 241  1,501    

ハト 稲、豆類、野菜等 179  595    

アオサギ  0  0    

カワウ アユ、アマゴ、ニジマス等 －  2,962    

その他鳥類   8  9  その他鳥類 

獣類合計   19,863 37,081   

鳥類合計   662  5,924   

総合計   20,525  43,005   
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（参考）市町村別の被害の現状 

鳥獣の種類 品  目 
被害の現状（新城市） 

備 考 被害面積（ａ） 被害金額（千円） 

イノシシ 
稲、豆類、果樹、飼料作物、

野菜、いも類、工芸作物等 
1,105  1,649 

  

ニホンジカ 
稲、豆類、果樹、飼料作物、

野菜、いも類、工芸作物等 
516  646 

  

ニホンザル 
稲、豆類、果樹、野菜、いも

類、工芸作物等 
346  564 

  

カモシカ  0 0   

ノウサギ いも類 1 2   

タ ヌ キ  0 0   

ハクビシン 
果樹、野菜、いも類、工芸作

物等 
117 565 

  

アライグマ 果樹、野菜等 0 1   

アナグマ   0 0   

ヌートリア   0 0   

その他獣類   3 3 ネズミ 

ス ズ メ  9 9   

カラス 果樹、野菜、いも類等  102 231   

ヒヨドリ 稲、果樹、野菜、工芸作物等 4 30   

ハト  0 0    

アオサギ  0 0   

カワウ アユ、アマゴ、ニジマス等 －  900    

その他鳥類   8  9 その他鳥類 

獣類合計   2,088  3,430    

鳥類合計   123  1,179    

総合計   2,211  4,609    

  ※「農作物に対する鳥獣害調査」（各農家へのアンケート調査）より 

 

鳥獣の種類 品  目 
被害の現状（設楽町） 

備 考 被害面積（ａ） 被害金額（千円） 

イノシシ 
稲、飼料作物、果樹、野菜、

いも類等 
364  2,866 

  

ニホンジカ 稲、麦類、豆類、野菜等 234  395   

ニホンザル 稲、野菜、いも類等 134  246   

カモシカ 野菜 10  2   

ノウサギ 野菜 0  0   

タ ヌ キ 野菜等 3  10   

ハクビシン 野菜等 44  20   
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アライグマ いも類 5  1   

アナグマ   0  0    

ヌートリア   0  0   

その他獣類   0  0   

ス ズ メ   0  0   

カラス 野菜等  35  47   

ヒヨドリ   0  0   

ハト 稲、豆類、野菜 32  62   

アオサギ  0  0   

カワウ アユ、アマゴ、ニジマス等 －  600    

その他鳥類   0  0  

獣類合計   794 3,540   

鳥類合計   67 709   

総合計   861 4,249   

※聞き取り調査等から推計 

 

鳥獣の種類 品  目 
被害の現状（東栄町） 

備 考 被害面積（ａ） 被害金額（千円） 

イノシシ 稲、果樹、野菜、等 1,470  3,633   

ニホンジカ 

稲、豆類、雑穀、果樹、野菜

等 1,560  2,668   

ニホンザル 

稲、豆類、雑穀、果樹、野

菜、いも類等 1,620  3,146   

カモシカ 野菜 25  272   

ノウサギ 野菜 50  5   

タ ヌ キ 果樹、野菜 60  103   

ハクビシン 果樹、野菜 100  314   

アライグマ 果樹、野菜 100  314   

アナグマ   0  0    

ヌートリア   0  0   

その他獣類   100  270 モグラ 

ス ズ メ   40  280   

カラス 果樹、野菜  30  260  

ヒヨドリ 果樹 20  263   

ハト 豆類  20 115   

アオサギ   0  0   

カワウ アユ、アマゴ、ニジマス等 － 1,250   

その他鳥類   0  0   
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獣類合計   5,085  10,725    

鳥類合計   110  2,168    

総合計   5,195  12,893    

※聞き取り調査等から推計 

 

鳥獣の種類 
品  目 

被害の現状（豊根村） 

備 考 被害面積（ａ） 被害金額（千円） 

イノシシ 稲、雑穀、野菜、いも類等 546  1,037   

ニホンジカ 稲、雑穀、果樹、野菜等 8,332  12,331   

ニホンザル 稲、果樹、野菜、いも類等 1,864  3,831   

カモシカ   0  0   

ノウサギ 野菜 563  87   

タ ヌ キ   70  422   

ハクビシン 野菜 521  1,678   

アライグマ   0  0   

アナグマ   0  0    

ヌートリア   0  0   

その他獣類   0  0   

ス ズ メ   18  30   

カラス    0  0  

ヒヨドリ 果樹 217  1,208   

ハト 野菜  127  418  

アオサギ   0  0   

カワウ アユ、アマゴ、ニジマス等 －  212    

その他鳥類   0  0   

獣類合計   11,896 19,386   

鳥類合計   362  1,868   

総合計   12,258 21,254   

※聞き取り調査等から推計 
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（２）被害の傾向 

 イノシシ、ニホンジカ、ニホンザル、カモシカについては、目撃情報や被害状況か

ら見ると、生息域が森林から山林近接地付近にまで拡大し、遊休農地周辺農地や山村

近接農地での農作物被害が発生しているが、近年は、行動範囲が山間部から平坦部へ

と移動する傾向にあり、さらなる被害拡大が懸念される。 

また、当地域は、長野県と静岡県に接しており、他県から移動してくる獣類も相当

数いると考えられ、生息数調査は行っていないが、被害生息頭数が増加傾向にあると

推測される。 

 一方、小型の獣類や鳥類については、被害状況等から生息数に大きな変化はないと

考えられるが、新城市等の市街地等では、こうした鳥獣類の被害発生が懸念される。 

 主な種別の被害概況は以下のとおり。 

【イノシシ】 

  生息地が山林近接地である里山となっており、春先から夏にかけての筍に始まり

晩秋の芋類までと冬を除く全ての時期に被害が発生しており、各作物とも特に収穫

期に被害が発生している。 

食害による直接被害のほか、草地や茶園、水田などでの掘り返しに加え、農地周

りの畦畔や石垣を掘り崩す被害が激増するなど、農地等の維持管理に深刻な影響が

出ており、最近では、道路の法面の掘り起こしなど住民の生活被害にまで広がって

いる。  

【ニホンジカ】 

  近年は、本宮山周辺から茶臼山周辺へと生息域が拡大しており、年間を通して被

害が発生している。森林被害も発生しているが、新規の植林面積が余り多くないこ

とから、森林での被害よりも農作物の被害が懸念される。 

農作物では、主に植え付け後の水稲苗や若木の芽などの被害が発生している。山

間地での特産品として定着しつつある山菜類の若芽や幹などへの食害も報告されて

いる。 

近年では、出没する個体数が激増し、被害区域が地域全体に広がっており、最近

では、住宅地域内の農地での農作物被害も発生している。 

【ニホンザル】 

  イノシシと同様に生息地が山林近接地である里山となっており、程度の差がある

が、概ね地域全域で年間を通じて農作物被害が発生している。農産物のほとんどが

被害にあっているが、特に、産地直売所向け野菜への被害が著しく、営農意欲の減

退や農家所得への影響が懸念される。 

被害の多くは、群れによる繰り返しの襲来によるもので、被害が壊滅的な場合も

見受けられる。また、「はぐれ」と呼ぶ単独のニホンザルもゲリラ的に出没している。 

【カモシカ】 

  農林物への被害は年間を通じて発生しており、特に、森林における若木の芽や幼

齢木への被害は非常に深刻となっている。カモシカは単独で行動しており、群れで

行動するニホンジカに追いやられて人里近くにまで出没しており、さらなる被害発

生が懸念される。 

【ハクビシン・アライグマ】 

  野菜や果実などが収穫を迎える夏から秋にかけて多く発生している。ハクビシン
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は、農作物の食害による被害のほか、民家の屋根裏や縁の下に住み付くなど住民生

活にも影響を与える例もあり、被害区域が広がりつつある。 

  また、アライグマによる果樹などへの被害が発生しており、被害区域が広がる恐

れがある。 

【カラス】 

  夏から秋を中心に被害が発生しており、スイートコーンや果実といった農作物が

主として被害を受けている。被害区域は全域に広がっており、住宅地の家庭菜園も

多く被害を受けている。 

【カワウ、アオサギ】 

  カワウやアオサギによる被害として、鮎、アマゴなどへの被害が主であり、放流

後の稚魚を多く捕食している。 

 

（３）被害の軽減目標 

指    標 現状値（平成２７年度） 目標値（平成３１年度） 

イ ノ シ シ 34.9ha 9,185千円 24.4ha 6,429千円 

ニホンジカ 106.4ha 16,040千円 74.5ha 11,228千円 

ニホンザル 39.6ha 7,787千円 27.7ha 5,451千円 

その他獣 17.7ha 4,078千円 12.4ha 2,855千円 

アオサギ、カワウ － ha 2,962千円 － ha          2,073千円 

その他鳥 6.6ha 2,953千円 4.6ha 2,067千円 

合   計 205.2ha 43,005千円 143.6ha 30,103千円 

 

（４）従来講じてきた被害防止対策 

 従来講じてきた被害防止対策 課   題 

捕獲等に関

する取組み 

【捕獲体制の整備】 

 農林水産物に被害を及ぼす鳥獣

に対して、市町村が管内の猟友会に

委託して、有害鳥獣捕獲や個体数調

整を銃器や捕獲檻を用いて実施し

ている。 

※対象とする種類は市町村により

異なる。 

【捕獲機材の導入】 

 農業者等からの要請等に基づき、

狩猟免許を取得している猟友会員

が捕獲檻やわなを設置し、イノシシ

などの捕獲を行っている。 

 なお、ニホンザル・ニホンジカ・

イノシシなどの大型獣類用の捕獲

 

・有害鳥獣捕獲等の担い手である

狩猟免許所持者において、特に銃

猟従事者が高齢化により銃返納者

が増加している上に、新たに銃猟

を始める者が減少しており、囲い

込み猟の際の人手が不足してい

る。また、捕獲後の処分には多大

な時間と労力が必要なことなどか

ら、狩猟に参加する者は減少傾向

にあり、新たな捕獲従事者の確保

育成が課題となっている。 

・狩猟者が地区外に勤めているこ

とが多く、ニホンザルが出没した

時点で捕獲を行える者が不在であ
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檻やわなは、国や県の助成を受け

て、市町村、新城・北設広域鳥獣害

対策協議会、JA 愛知東が購入して

いる。ハクビシンなどの小動物用捕

獲檻も県の助成を受けて、JA 愛知

東が購入している。 

 この他にも狩猟者等が捕獲檻を

購入し、設置している。 

【捕獲鳥獣の処理方法】 

 現地で埋設処理を行う方法が一

般的だったが、一部では捕獲後のイ

ノシシとシカは、自家消費や食肉業

者に引き取られるなど食肉利用さ

れるようになってきている。 

【その他】 

 豊根村では、平成 21 年７月に構

造改革特別区域認定（とよね有害鳥

獣被害防止特区）を受けて、くくり

わなを使用した捕獲を行っており、

狩猟免許を持たない農家等もくく

りわなの通常管理を行っている。 

り、捕獲できない場合が多い。 

・被害防除のため有害鳥獣捕獲の

必要性から捕獲従事者には捕獲実

績に応じて捕獲経費に相当する金

額を交付している。しかし、国又

は県と市町村の捕獲事業の考え方

やそれに伴う予算配分の相異等の

関係から捕獲従事者の捕獲頭数に

対する報償費予算が不足する状況

にある。 

 集落ぐるみの取組により、捕獲

に要する経費を低減するシステム

づくりなどの体制整備が必要であ

る。 

・カワウ・アオサギなどは、河川

へ放流した稚魚を捕食するため、

捕獲以外には防止する方法がな

い。 

防護柵の設

置等に関す

る取組み 

【侵入防止柵の設置】 

・市町村の単独事業により、農業者

個人に対し電気柵や防護ネット等

の設置に要する経費を補助してい

る。 

・農業者が自ら電気柵、トタン柵、

防鳥ネットなどを設置している。 

・平成 23 年度から、鳥獣被害防止

総合対策事業の活用により自立施

工で行う地域ぐるみの侵入防止柵

の設置を推進している。 

【追い払い対策】 

・国の助成を受けてモンキードック

９頭を導入し、新城市及び東栄町で

活躍している。 

・モデルガンを利用した「猿追い払

い隊」を組織している。（設楽町） 

【その他】 

・市町村や JA 愛知東等が、集落毎

に獣害対策講習会を開催し、知識の

 

・防護柵等の設置にあたり、コス

トや管理労力の軽減を図れる集落

単位等の共同で広範囲に設置する

取組を普及する必要があるが、中

山間地域においては農業従事者の

高齢化により地域ぐるみで行う防

護施設の設置作業及び設置後の管

理にかかる労働力不足が課題とな

っている。また、過年度において

施工した防護柵設置地区において

は、新たな獣害が発生しており、

柵の機能向上対策を図る必要も生

じている。 

・電気柵の場合は、柵周辺の下草

刈りや通電状況のチェックなどの

こまめな維持管理が必要になって

くる。ニホンザルへの対応は、特

殊資材が必要になるなど多大な費

用と労力が必要である。 
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普及に努めている。 

・農家が耕作放棄地に牛を放牧する

取組を行っている。（設楽町） 

・新規植栽地及び 10 年生程度の幼

木に忌避剤を塗布している。（設楽

町） 

・小規模農地が点在しており、集

落内での防護対策や追い払い等の

活動が困難になり、耕作を放棄す

る農地も現れてきている。 

 

（５）今後の取組方針 

 被害に対する施策として、これまでもソフト、ハードの両面から各種取組みを進め

てきたが、捕獲頭数に対して生息数の増加が著しいとされるニホンジカやイノシシの

行動は人の生活圏へ接近し影響を及ぼしており、数値に表れない被害も考慮して生息

獣に対応していく必要がある。地域内では、自家消費米を栽培する水田や農産物直売

所向けの小規模多品目の生産を目指す農地がほとんどを占めており、鳥獣による被害

は収入面でも精神面でも大きなダメージを与えることになり、農業者の耕作意欲の低

下を防ぐための対策が重要である。 

猟友会委託による捕獲や補助による電気柵設置、個々の農業者による防護柵の設置

を中心とした被害防止対策が不可欠であることから、引き続き実施していくととも

に、新城・北設広域鳥獣害対策協議会における新城・北設地域全体の取組みを始め近

隣市町村と連絡・調整を図り、相互に連携した取組み等を検討していく。 

ニホンジカ、ニホンザル等の大型獣類については、効率的な捕獲方法について検討

を進めるとともに、生息数の増加が著しいニホンジカに対して捕獲の強化を図ってい

く。また、アライグマ等の小型獣類についても捕獲対策を進める。 

高齢化傾向にある猟友会員の負担軽減のため、捕獲に対する報償金制度についても

継続・検討する一方で、農家等にわななどの狩猟免許の取得を推進し、新たな担い手

の確保・育成を進めるとともに、狩猟免許を持っていない者でも捕獲の補助ができる

制度を取り入れ集落単位での捕獲体制作りを行っていく。そして、安全に捕獲を推進

するため、有害鳥獣捕獲従事者への講習会を行う。 

また、関係機関や地域住民の協力を得て獣害に遭いやすい農地や獣道の調査、集落

周辺に生息している有害鳥獣の数などのデータの収集を継続し、それに基づく的確な

追い払い活動の推進、地域ぐるみの防護柵や緩衝帯の設置などを集落と共同して行

う。 

加えて、エサ場になるような家庭の生ゴミの放置、未収穫農作物、放置果樹等を集

落からなくし、隠れ場所になりそうな耕作放棄地を解消することで、「有害鳥獣を寄

せ付けない集落づくり」を進める。 
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３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項 

（１）対象鳥獣の捕獲体制 

イノシシ、ニホンジカ、ニホンザル、カモシカについては、愛知県第二種特定鳥獣

管理計画に基づく市町村実施計画に基づき計画的に捕獲を進める。 

有害鳥獣の捕獲については、市町村がその業務を猟友会に委託して実施する。 

 

（２）その他捕獲に関する取組 

年度 対象鳥獣 取  組  内  容 

 

 

２９ 

 

 

アナグマ、アライグマ、イノシシ、

カモシカ、タヌキ、ニホンザル、ニ

ホンジカ、ノウサギ、ハクビシン、

アオサギ、カラス、カワウ、カワラ

バト、キジバト、スズメ、ヒヨドリ、 

・新城・北設広域鳥獣害対策協議会

や近隣市町村と連絡調整を図りなが

ら、一斉駆除等の各種捕獲、防除対

策を進める。 

・地域の取組に応じて檻とわなを購

入し、貸出しを行う。 

・県猟友会等が行う狩猟免許取得に

関する講習会への参加を促し、狩猟

者の確保に努める。 

・地域住民が集落ぐるみによる捕獲

や環境整備等の取組みが実施できる

よう体制整備を進める。 

・カモシカについては、施策を検討

するため妊娠率・齢構成・性比等の

情報収集を行う。 

 

 

３０ 

 

 

 

 

３１ 

 

 

 

（３）対象鳥獣の捕獲計画 

捕獲計画数等の設定の考え方 

 イノシシ、ニホンジカ、ニホンザル、カモシカについては、愛知県第二種特定鳥獣

管理計画に基づく市町村実施計画により設定する。なお、捕獲頭数は、過去の捕獲頭

数実績を考慮するとともに、目撃情報や被害状況を始め、県が作成する各種資料を参

考として設定する。 

 その他の鳥獣については、被害状況や目視情報等を参考に捕獲頭数を設定する。 

 また、近年、農地周辺部でイノシシ、ニホンジカの姿が多く見受けられることから

積極的な捕獲に取り組む。 
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捕獲計画数 

対象鳥獣 
捕獲計画数 

備 考 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 

イノシシ 2,800  2,800  2,800    

ニホンジカ 2,550  2,650  2,750    

ニホンザル 520  520  520    

カモシカ 26  26  26    

ノウサギ 95  115  125    

タ ヌ キ 120  140  150    

ハクビシン 300  300  300    

アライグマ 75  75  75    

アナグマ 50  50  50    

ヌートリア 20  20  20    

その他獣類 0  0  0    

ス ズ メ 330  330  330    

カラス 870 870 870  

ヒヨドリ 310  310  310    

ハト 290  290  290    

アオサギ 220  220  220    

カワウ 510  510  510    

その他鳥類 0  0  0    

  ※参考資料として、市町村の第二種特定鳥獣管理計画実施計画を添付。 

  

 

（参考）市町村別の捕獲計画数 

対象鳥獣 
捕獲計画数（新城市） 

備 考 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 

イノシシ 1,600  1,600  1,600    

ニホンジカ 1,000  1,000  1,000   

ニホンザル 300  300  300    

カモシカ 0  0  0    

ノウサギ 15  15  15    

タ ヌ キ 0  0  0    

ハクビシン 200  200  200    

アライグマ 30  30  30    

アナグマ 0  0  0    

ヌートリア 10 10 10   
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ス ズ メ 200 200 200   

カラス 300  300  300    

ヒヨドリ 80  80  80    

ハト 80  80  80    

アオサギ 100  100  100    

カワウ 200  200  200    

 

対象鳥獣 
捕獲計画数（設楽町） 

備 考 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 

イノシシ 600  600  600    

ニホンジカ 600  700  800    

ニホンザル 60  60  60    

カモシカ 12  12  12    

ノウサギ 10  10  10    

タ ヌ キ 60  60  60    

ハクビシン 30  30  30    

アライグマ 30  30  30    

アナグマ 10  10  10    

ヌートリア 10  10  10    

ス ズ メ 0  0  0    

カラス 50  50  50    

ヒヨドリ 100  100  100    

ハト 20  20  20    

アオサギ 50  50  50    

カワウ 50  50  50    

 

対象鳥獣 
捕獲計画数（東栄町） 

備 考 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 

イノシシ 500  500  500    

ニホンジカ 250  250  250    

ニホンザル 100  100  100    

カモシカ 14  14  14    

ノウサギ 50  50  50    

タ ヌ キ 40  40  40    

ハクビシン 50  50  50    

アライグマ 10  10  10    
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アナグマ 40  40  40    

ヌートリア 0  0  0    

ス ズ メ 130  130  130    

カラス 510  510  510    

ヒヨドリ 120  120  120    

ハト 170  170  170    

アオサギ 50  50  50    

カワウ 220  220  220    

 

対象鳥獣 
捕獲計画数（豊根村） 

備 考 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 

イノシシ 100  100  100    

ニホンジカ 700  700  700    

ニホンザル 60  60  60    

カモシカ 0  0  0    

ノウサギ 20  40  50    

タ ヌ キ 20  40  50    

ハクビシン 20  20  20    

アライグマ 5  5  5    

アナグマ 0  0  0    

ヌートリア 0  0  0    

ス ズ メ 0  0  0    

カラス 10  10  10    

ヒヨドリ 10  10  10    

ハト 20  20  20    

アオサギ 20  20  20    

カワウ 40  40  40    

 

 

捕 獲 等 の 取 組 内 容 

【新城市】 

捕獲手段：銃器とわなにより実施する。（特定猟具使用禁止区域内ではわなによる捕

獲で対応、捕獲後の止めさしに限り銃器使用可とする。） 

       また、狩猟免許を所持しない農家等（集落）による有害獣類捕獲を、

猟友会員及び新城市鳥獣被害対策実施隊と協力連携し実施。 

実施時期：４月１日～３月３１日 

実施場所：新城市全域 
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※「自分たちの農地は自分たちで守る」という意識付けを行い、捕獲補助

従事者確保の推進を行うとともに、狩猟免許の取得を推進する。 

【設楽町】 

 捕獲手段：設楽町猟友会員による銃及び罠による捕獲。設楽町鳥獣被害対策実施隊

による罠による捕獲。狩猟免許を所持しない農家等（集落）による有害

獣類捕獲を、設楽町猟友会員及び設楽町鳥獣被害対策実施隊と協力連携

し実施。 

 実施時期：４月１日～３月３１日 

 実施場所：イノシシ、ニホンジカ（全域）、ニホンザル（田口・清嶺・津具地区）、 

カモシカ（カモシカ捕獲団地）、その他は町内全域 

【東栄町】 

捕獲手段：東栄町猟友会への委託による有害鳥獣捕獲 

       また、狩猟免許を所持しない農家等（集落）による有害獣類捕獲を、

猟友会員及び東栄町鳥獣被害対策実施隊と協力連携し実施。 

 

 実施時期：４月１日～３月３１日 

 実施場所：東栄町一円 

【豊根村】 

 捕獲手段：装薬銃、空気銃、わな（猟友会への委託による有害鳥獣捕獲） 

       また、狩猟免許を所持しない農家等（集落）による有害獣類捕獲を、

猟友会員及び豊根村鳥獣被害対策実施隊と協力連携し実施。 

      ※わな捕獲については、とよね有害鳥獣被害防止特区による狩猟免許を

持たない農家等の連携・協力実施体制を含む。 

 実施時期：４月１日～３月３１日 

 実施場所：豊根村全域 

 

（４）許可権限委譲事項 

対 象 地 域 対 象 鳥 獣 

 該当なし 

 

４．防護柵の設置その他の対象鳥獣の捕獲以外の被害防止施策に関する事項 

（１）侵入防止柵の整備計画 

対象鳥獣 
整   備   内   容 

平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 

イ ノ シ シ 

ニホンザル 

ニホンジカ 

電気柵、トタン柵、 

防護ネット、爆音機 

金網・ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ柵 

電気柵、トタン柵、 

防護ネット、爆音機 

金網・ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ柵 

電気柵、トタン柵、 

防護ネット、爆音機 

金網・ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ柵 

ノウサギ 

ハクビシン 
防護ネット 防護ネット 防護ネット 
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カラス 

キジバト 

ヒヨドリ 

防護ネット 防護ネット 防護ネット 

  

金網及びワイヤーメッシュ柵の設置計画 

  平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 備 考 

新城市 ３０，０００ m ２０，０００ m ２０，０００ m   

設楽町 １０，０００ m １０，０００ m １０，０００ m   

東栄町 １０，０００ m １０，０００ m １０，０００ m   

豊根村 １０，０００ m １０，０００ m １０，０００ m   

計 ６０，０００ m ５０，０００ m ５０，０００ m   

 

（２）その他被害防止に関する取組 

年度 対 象 鳥 獣 取  組  内  容 

２９ 

アナグマ、アライグマ、

イノシシ、カモシカ、

タヌキ、ニホンザル、

ニホンジカ、ノウサギ、

ハクビシン、アオサギ、

カラス、カワウ、カワ

ラバト、キジバト、ス

ズメ、ヒヨドリ 

・被害状況の的確な把握に努めるとともに、関係機

関や地域住民から集落における鳥獣害に遭いやす

い農地や獣の通る道、野菜の残滓等のある地点など

の情報を収集する。 

・集落をエサ場としないため未収穫果樹等の撤去、

草刈り励行による緩衝帯の設置、追い払い隊設置の

必要性などについて各種懇談会や獣害対策説明会

などで普及啓発を行う。 

・被害報告場所へ赤外線ビデオカメラを設置し、生

息状況と被害発生状況を把握し、撮影した映像を説

明会等の資料として使用する。 

・侵入防止柵設置地区において、獣類の移動経路の

変化を把握しながら防護柵を活かした周囲への捕

獲施設設置により防護とともに捕獲を推進する。 

・ニホンザルについては、モデルガンの貸出しやモ

ンキードッグの導入による追い払い効果の検証実

験を行う。また、電気柵やニホンザル防除ネット等

の適正な設置方法を検討する。 

３０ 

アナグマ、アライグマ、

イノシシ、カモシカ、

タヌキ、ニホンザル、

ニホンジカ、ノウサギ、

ハクビシン、アオサギ、

カラス、カワウ、カワ

ラバト、キジバト、ス

ズメ、ヒヨドリ 

・被害状況の的確な把握に努めるとともに、関係機

関や地域住民から集落における鳥獣害に遭いやす

い農地や獣の通る道、野菜の残滓等のある地点など

の情報を収集し鳥獣害対策に用いる。 

・集落をエサ場としないため未収穫果樹等の撤去、

草刈り励行による緩衝帯の設置、効果的な追い払い

方法、追い払い隊設置の必要性などについて各種懇

談会や獣害対策説明会などで普及啓発を行い、知識
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の普及・啓発を行う。 

・被害報告場所へ赤外線ビデオカメラを設置し、生

息状況と被害発生状況を把握し、撮影した映像を説

明会等の資料として使用する。 

・侵入防止柵設置地区において、獣類の移動経路の

変化を把握しながら防護柵を活かした周囲への捕

獲施設設置により防護とともに捕獲を推進する。 

・ニホンザルについては、モデルガンの貸出しやモ

ンキードッグが効果的に活動するための地域での

支援について検討する。また、電気柵やニホンザル

防除ネット等の適正な設置方法を検討する。 

３１ 

アナグマ、アライグマ、

イノシシ、カモシカ、

タヌキ、ニホンザル、

ニホンジカ、ノウサギ、

ハクビシン、アオサギ、

カラス、カワウ、カワ

ラバト、キジバト、ス

ズメ、ヒヨドリ 

・被害状況の的確な把握に努めるとともに、関係機

関や地域住民から集落における鳥獣害に遭いやす

い農地や獣の通る道、野菜の残滓等のある地点など

の情報を収集し鳥獣害対策に用いる。 

・集落をエサ場としないため未収穫果樹等の撤去、

草刈り励行による緩衝帯の設置、効果的な追い払い

方法、追い払い隊設置の必要性などについて各種懇

談会や獣害対策説明会などで理解を得て、具体的な

体制整備を進める。 

・被害報告場所へ赤外線ビデオカメラを設置し、生

息状況と被害発生状況を把握し、撮影した映像を説

明会等の資料として使用する。 

・侵入防止柵設置地区において、獣類の移動経路の

変化を把握しながら防護柵を活かした周囲への捕

獲施設設置により防護とともに捕獲を推進する。 

・ニホンザルについては、電波発信機を用いた生息

調査を行うとともに、モデルガンの貸出しやモンキ

ードッグの追加導入の検討を行う。また、適正な電

気柵やニホンザル防除ネット等の導入を推進する。 
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５．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じるおそれがあ

る場合の対処に関する事項 

 

（１）関係機関等の役割 

関係機関等の名称 役   割 

愛知県新城警察署、設楽警察

署、管内駐在所 

緊急パトロール、地域住民への注意喚起、地域住民

の安全確保 

愛知県 捕獲等に関する技術的支援、情報提供支援 

新城市、設楽町、東栄町、豊根

村 

被害等情報収集、住民への注意喚起・情報提供、 

関係機関との連絡調整、現場対応の検討・実施、 

関係機関及び鳥獣被害対策実施隊への協力要請、 

庁内関係課、支所がある場合は支所との連絡調整 

新城市、設楽町、東栄町、豊根

村各鳥獣被害対策実施隊 

被害に対処するため各市町村の要請に基づき出動

（有害鳥獣の捕獲、防除等対応方法の検討・実施、

猟友会との協力） 

新城市、設楽町、東栄町、豊根

村各猟友会、 

鳥獣被害対策実施隊の応援 

 

（２）緊急時の連絡体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難等の措置 

（警察官職務執行法 

第 4 条の場合） 

新城警察署、設楽警察署 

管内駐在所 

新城市、 東栄町 

設楽町、 豊根村 

  

 

     

 

 

総合支所 

庁内関係課 

 

 

各支所（鳳来、作手） 

庁内関係課 

情報提供 

※必要に 

応じ連絡 

 

情報共有 

相互 

協力・ 

対応 

住 

民 

等 

通報 

通報 

愛知県 

情報共有 助言 

住民 

注意喚起 

情報提供 

必要に応じ住民へ啓発、安全確保 

鳥獣被害対策実施隊 
捕獲等依頼 

猟友会 

応援 
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６．被害防止施策の実施体制に関する事項 

（１）被害防止対策協議会に関する事項 

被害防止対策協議会の名称：新城･北設広域鳥獣害対策協議会 

構 成 機 関 の 名 称 役   割 

愛知県新城設楽農林水産事務

所 

有害鳥獣の関連情報の提供を行う。 

新  城  市 有害鳥獣の捕獲、防除対策の支援をする。 

設  楽  町 有害鳥獣の捕獲、防除対策の支援をする。 

東  栄  町 有害鳥獣の捕獲、防除対策の支援をする。 

豊  根  村 有害鳥獣の捕獲、防除対策の支援をする。 

愛知東農業協同組合 事務局を担当し、協議会に関する事務連絡を行う。 

同組合生産部会 被害防除などの情報提供を行う。 

各市町村猟友会 有害鳥獣関連情報の提供と有害鳥獣の捕獲を行う。 

各市町村森林組合 有害鳥獣の関連情報の提供を行う。 

ジビエ等利活用業者 ジビエ等利活用の推進、情報提供を行う。 

愛知森林管理事務所 有害鳥獣の関連情報の提供を行う。 

森林・林業技術センター 有害鳥獣の関連情報の提供を行う。 

 

（２）関係機関に関する事項 

関係機関の名称 役   割 

愛知県新城設楽振興

事務所 

鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化（主に鳥獣保護管理

法、第二種特定鳥獣管理計画等）に関する情報提供・助言を

行う。 

愛知県農業共済組合 被害量の情報提供を行う。 

各漁業協同組合 鳥獣被害の情報収集及び防除対策の実施。 

 

（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項 

４市町村ともに平成２４年２月１日に実施隊を整備した。 

 

（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項 

 現在は、個々の農業者が防護柵を設置する事例が見られるが、中山間地域直接支払

事業に参加している地域では、共同で集落内に電気柵を張り巡らすなどの取組を実施

している事例もある。 

こうした取組を周知しながら、集落ぐるみによる草刈り作業による緩衝帯の整備や

収穫残渣の処分の徹底などの申し合わせを遵守するような仕組みが各集落に形成で

きるよう啓発を進める。 
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７．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項 

 捕獲した鳥獣は、適切に埋設、焼却処理又は食肉利用を行う。（捕獲したカモシカ

は、生息調査及び学術研究のため頭部及び生殖器を関係機関に送る。） 

 

８．捕獲等をした対象鳥獣の食品としての利用等その有効な利用に関する事項 

 捕獲されたイノシシやニホンジカの一部は、業者を通じて食肉として流通してき

たが、獣肉の流通をさらに促進し食品として利用等されるためには、個体の損傷を

最小限に抑えた捕獲を行うとともに、肉質を低下させない適切な放血を施した個体

を迅速かつ丁寧に回収・運搬し、解体許可施設へ搬入することが必要となる。今後

はそうした安全な食肉としての価値を保持でき衛生的に処理・管理される獣肉の量

を確保・増加させていく。 

 当管内には、民間事業者を含めて食品衛生法に基づく食肉処理業及び食肉販売業の

許可を受けた解体処理施設が３箇所あり、食の安全・安心の確保に向け、当処理施設

の利用を推進する。しかし、当地域は広大な面積を有し捕獲後解体許可施設までの時

間を要することから迅速な解体処理と保冷設備を備えた移動式解体車の導入を検討

する。また、流通を促進するため、地産地消を推進するとともに、より大口の販路の

確保に向けた取り組みを支援していく。 

 獣肉はあっさりしてクセがないという特徴や低カロリー・高タンパク・低脂肪とい

う特性があり消費者へのＰＲを図っていく。 

 捕獲従事者や市町村、解体施設などの関係者が、愛知県野生鳥獣衛生管理ガイドラ

インを踏まえ、獣肉の特性を生かした消費拡大に向けて、捕獲から回収・運搬、処理、

流通・販売までの適切で安全な有効利用への取組みを促進するため、新城・北設広域

鳥獣害対策協議会を含めた関係者との調整・連携を進めていく。 

 

９．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項 

 被害防止対策に関して、新城・北設広域鳥獣害対策協議会と連携し、共同で講演会、

情報交換会、現地研修会などを開催する。 

 また、環境整備対策は、耕作放棄地対策にもつながることから、各種事業による整

備も視野に入れ、関係機関との連携を図る。 

 


